赤平市草刈機貸付要領
(目的)

第１条　この要領は、市が所有する草刈機(以下「草刈機」という。)を貸付けることにより、市内の道路、公園、河川、その他市有地等の公共空間の管理の適正化を図り、もつて良好な生活環境の保全に資することを目的とする。

(貸付けの対象)

第２条　草刈機の貸付けを受けることができる者は、町内会等自治団体、また営利目的以外に使用する市内に在住若しくは在勤する団体とする。
(貸付けの申請)

第３条　草刈機の貸付けを受けようとする者は、草刈機貸付申請書(別記様式第1号)を市長に提出しなければならない。

(貸付けの決定)

第４条　市長は、前条の規定による申請があつた場合、その書類を審査し、貸付けを決定したときは、草刈機貸付決定通知書(別記様式第２号)により申請者に通知する。

(貸付けの決定の順位)

第５条　草刈機の貸付けの決定順位は、申請の順序による。

(貸付けの取消し等)

第６条　市長は、貸付けの決定を受けた者又は草刈機の貸付けを受けた者(以下「借受者」という。)が次の各号の一に該当すると認めるときは、当該決定を取り消し、又は既に貸し付けた草刈機を返還させるものとする。

(1)　偽りその他不正な行為により貸付けを受けたとき。

(2)　貸し付けた草刈機を目的以外に使用したとき。

(貸付期間等)

第７条　草刈機の貸付期間は、3日間以内とする。ただし、市長がやむを得ない理由があると認めるときは、期限を定めて、貸付期間を延長することができる。

(貸付料等)

第８条　草刈機の貸付料は、無料とし、草刈機の運転に要する燃料も、市の負担とする。

(借受者の義務)

第９条　借受者は、草刈機を破損等のないよう良好な管理をするとともに、使用するときは、事故防止に努めなければならない。

(事故等の報告等)

第１０条　借受者は、草刈機を使用した場合において、事故を起こしたとき又は破損等をしたときは、直ちにその旨を市長に報告しなければならない。

２　前項に規定する事故が、借受者の故意又は過失による草刈機の使用によるときは、借受者等に損害を生じても市はその賠償の責めを負わない。

(返納)

第１１条　借受者は、草刈機を貸付期間満了の日までに、市長に返納しなければならない。

(草刈機の譲渡等の禁止)

第１２条　借受者は、草刈機を譲渡し、又は転貸してはならない。

(損害賠償)

第１３条　借受者は、草刈機を破損等したときは、市長が相当と認める損害を賠償しなければならない。ただし、市長がやむを得ない理由があると認めるときは、これを減免することができる。

（その他）

第１４条　この要領に定めるもののほか、必要な事項は別に市長が定めるものとする。

附　則

この要領は、平成19年7月1日から施行する。

別記様式第１号（第３条関係）

草　刈　機　貸　付　申　請　書

平成　　年　　月　　日

赤　平　市　長　様

申請者　住　　所

　　団 体 名

　　　　代表者名　　　　　　　　　　　　

　　電話番号

　次のとおり草刈機を使用したいので、赤平市草刈機貸付要領第３条に基づき申請します。

	使用場所
	□　公園

□　道路　　　名称

□　河川

□　その他

	貸付期間
	　　　年　　月　　日から　　年　　月　　日
	貸付番号
	号

	貸付台数
	大型自走式草刈機（ﾊﾞﾛﾈｽＨＭ72-Ｒ）　　１台
	管理番号
	号

	
	ガソリン携行缶（10リットル）　　　　 1缶
	管理番号
	号

	
	アルミ製ブリッジ（2.4ｍか2.7ｍ）　　　１組
	管理番号
	号

	貸付月日
	　　月　　日
	貸付場所
	
	立会者
	

	返却月日
	　　月　　日
	返却場所
	
	立会者
	

	備　　考
	


別記様式第２号（第４条関係）

草　刈　機　貸　付　決　定　通　知　書

平成　　年　　月　　日

　　　　　　　　　　　　　　　　様

赤平市長　

　平成　　年　　月　　日付で申請のありました草刈機の貸付につきましては、下記のとおり決定しましたので、赤平市草刈機貸付要領第４条に基づき通知します。

記

	使用場所
	□　公園

□　道路　　　名称

□　河川

□　その他

	貸付期間
	　　　年　　月　　日から　　年　　月　　日
	貸付番号
	号

	貸付台数
	大型自走式草刈機（ﾊﾞﾛﾈｽＨＭ72-Ｒ）　　１台
	管理番号
	号

	
	ガソリン携行缶（10リットル）　　　　 1缶
	管理番号
	号

	
	アルミ製ブリッジ（2.4ｍか2.7ｍ）　　　１組
	管理番号
	号

	貸付月日
	　　月　　日
	貸付場所
	
	立会者
	

	返却月日
	　　月　　日
	返却場所
	
	立会者
	


備　　考草刈機の使用にあたつては、次の事項を守つて下さい

	　1　赤平市草刈機貸付要領の定めに従うこと。

　2　刈取りに当つては、草刈機を正常な方法で使用し、機械の損傷、危害の発生等を十分に考慮し作業を行うこと。

　3　使用中の事故については、借受者の責任となります。


